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ここがポイント！【研究内容】

生物がつくる“生命鎖 ”の
生合成機構の理解と応用
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•生物が生合成する “生命鎖 ”のうち、数種類の糖が鎖のように
つながりタンパク質にとって必要不可欠な修飾因子となる糖鎖
と、植物が産生する機能性素材である天然ゴムに注目。
•植物などの糖鎖生合成経路を解明し改変、さらに利用すること
で、より機能的な糖タンパク質生産を可能にする物質生産系の
構築を目指す。
•これまでに天然ゴムを生合成し、蓄積する特殊な細胞を発見。
この細胞の解析をとおし、天然ゴム増産と、産業利用が可能な
新たな天然ゴム産生植物の創出を目指す。

生命鎖、糖鎖標識、天然ゴム生産

応用分野 物質生産、機能性素材関連
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